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争恋
に
豊
富
な
男
と
女
の

凸

認
．
ｌ
蔀
１
１
１

識
鏑

房二一

八壱

劇
期

蝿

鱈唖

丈
と
股
く

甘
い
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
、
軽
や
か
な

ウ
ク
レ
レ
、
や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

バ
ン
ド
を
核
に
楽
器
を
楽
し
む
仲
間
の

輪
が
広
が
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
共
々
人
前

に
立
つ
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
現
象
は
、
現
代
の
世
相
に
何
か

イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
て
い
る
人
達
が
、
年

齢
、
性
別
を
問
わ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
落
ち

着
い
た
場
で
語
り
合
う
こ
と
を
求
め
て

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
私
達
メ
ン
バ

ー
も
、
ロ
マ
ン
の
追
求
に
今
年
の
夏
も

集
う
。
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バ
ン
ド
を
核
に
楽
器
を
楽
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む
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が
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、
フ
ラ
ダ
ン
ス
共
々
人
前

に
立
つ
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
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。

こ
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現
代
の
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か

イ
ラ
イ
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を
感
じ
て
い
る
人
達
が
、
年

齢
、
性
別
を
問
わ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
落
ち

着
い
た
場
で
語
り
合
う
こ
と
を
求
め
て

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
私
達
メ
ン
バ

ー
も
、
ロ
マ
ン
の
追
求
に
今
年
の
夏
も

集
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喝議§

〆

、

神
戸
港
の
歴
史
的
な
写
真
と
な
る
と
、
必
ず
選
ば
れ
る
一
枚

が
あ
る
。
ブ
リ
キ
缶
の
よ
う
に
円
筒
形
の
大
き
な
三
本
の
煙
突

が
後
方
に
傾
む
い
た
船
の
上
部
が
第
四
突
堤
、
現
在
の
ポ
ー
ト

タ
ー
ミ
ナ
ル
東
側
の
上
屋
前
に
係
岸
し
て
い
る
構
図
で
、
船
首

と
船
尾
は
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
岸
壁
に
は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を

突
き
さ
し
た
自
動
車
と
合
せ
、
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
被
っ
た
紳
士

を
乗
せ
た
人
力
車
が
写
っ
て
い
る
。

今
回
は
こ
の
船
、
戦
前
で
神
戸
港
に
寄
港
し
た
最
大
の
客
船
、

「
太
平
洋
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
た
エ
ン
プ
レ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
の

船
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

エ
ン
プ
レ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
の
船
の
名
前
は
「
エ
ン
プ
レ
ス
・

オ
ブ
・
ロ
シ
ヤ
号
」
と
い
う
風
に
国
名
が
つ
い
て
お
り
、
こ
の

写
真
の
船
は
「
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン
号
」
の
二
世

で
、
一
九
三
一
年
に
建
造
さ
れ
た
全
長
二
四
二
メ
ー
ト
ル
、
幅

三
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
八
五
メ
ー
ト
ル
の
船
型
で
、
そ

の
総
ト
ン
数
四
二
、
三
四
八
総
ト
ン
の
巨
大
さ
は
、
当
時
と
し

て
は
世
界
最
大
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
大

き
さ
は
神
戸
港
に
、
た
び
た
び
そ
の
華
麗
な
豪
華
客
船
「
キ
ャ

・・狸些黒聖具旦_驚
包旬■､■b周回函蛇昌ngl皿叩恥血UwnHmI

ン
ベ
ラ
号
」
を
想
い
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
良
か
ろ
う
。
こ
れ
を

運
航
し
て
い
た
の
は
カ
ナ
ダ
の
鉄
道
会
社
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
レ
ー
ル
ウ
エ
ー
の
別
会
社
カ
ナ
デ
ィ
ァ
ン
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
の
鉄
道
会
社
は
今
か
ら
百

八
年
前
の
一
八
八
一
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
そ
の
設

立
目
的
は
米
国
北
部
に
点
在
し
て
い
た
移
住
地
を
結
ぶ
こ
と
に

あ
っ
た
。
一
方
、
こ
の
鉄
道
の
完
成
が
近
づ
く
と
、
こ
の
鉄
道

の
太
平
洋
側
の
終
着
駅
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
東
洋
を
結
ぶ
船
が
物

色
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
東
洋
、
特
に
中
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
大

陸
へ
の
移
民
が
激
増
し
て
お
り
、
こ
の
輸
送
を
前
に
も
記
し
た

米
国
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
メ
ー
ル
。
ラ
イ
ン
と
英
国
系
の
オ
ク

シ
デ
ン
タ
ル
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ラ
イ
ン
が
独
占
し
て
巨
利
を

得
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
六
一
年
か
ら
七
一
年
ま

で
の
カ
ナ
ダ
へ
の
移
住
者
は
一
八
万
三
千
人
、
次
の
十
年
間
は

倍
増
し
て
三
五
万
三
千
人
、
さ
ら
に
八
一
年
か
ら
九
一
年
ま
で

に
は
九
○
万
三
千
人
と
い
っ
た
も
の
す
ご
い
数
の
移
住
者
が
流

入
し
て
い
る
。
さ
て
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
／
ビ
ク
ト
リ
ア
／
横
浜
／

神
戸
／
長
崎
／
上
海
／
香
港
間
を
月
二
回
結
ぶ
も
の
で
、
こ
の

た
め
七
隻
の
帆
船
が
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
、
こ
の
一
番
船
の
「
Ｗ
・

Ｂ
・
プ
リ
ン
ト
号
」
が
ポ
ー
ト
・
ム
ー
デ
ィ
に
到
着
し
た
の
は
、

急
こ
の
大
陸
横
断
鉄
道
の
一
番
列
車
が
到
着
し
た
三
週
間
後
の
一

ン
鵠
八
八
六
年
七
月
二
十
七
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

悲
鱈
同
船
の
主
な
積
荷
は
百
万
ポ
ン
ド
以
上
の
お
茶
で
殆
ど
一
三

・
・
大
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
イ
ー
ス
ト
・
コ
ー
ス
タ
ー
向
け
の
も
の
で
あ
り
、

わ
侭
横
浜
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
間
を
僅
か
四
十
九
日
間
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ー
》
釧
季
》
緬
岬
醍
恥
酷
嘩
階
識
榊
轟
》
錘
》
邦
拙
錐
挫
》
》
》
碓

唾
輔
た
め
購
入
さ
れ
た
の
が
キ
ュ
ナ
ー
ド
社
の
「
ア
ビ
シ
ニ
ァ
号
」

訓
諭
「
バ
タ
ビ
ァ
号
」
「
パ
ー
シ
ャ
号
」
の
三
隻
で
、
一
番
船
の
「
ァ

昭
ビ
シ
ニ
ァ
号
」
（
一
一
一
、
六
○
○
ト
ン
）
は
八
七
年
五
月
一
七
日
に

香
港
を
出
航
し
、
横
浜
を
経
由
し
て
バ
ン
ク
ー
バ
ー
沖
に
到
着

し
た
の
は
深
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
ニ

ュ
ー
ス
に
よ
る
と
「
市
長
に
市
の
音
楽
隊
、
何
百
人
と
い
う
人

々
が
船
を
歓
迎
す
る
た
め
波
止
場
に
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、
船

の
夜
の
た
め
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ベ
イ
に
錨
を
降
ろ
し
、
翌

朝
ま
で
新
し
く
出
来
た
カ
ナ
デ
ィ
ァ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ワ
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・
蓋
，

詞
一
・
一

● 蕊

Ｆ

－
フ
に
着
岸
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
。
こ

の
積
荷
の
お
茶
の
一
部
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
さ
ら
に
大
西
洋

航
路
船
の
「
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ロ
ー
マ
号
」
に
積
ま
れ
て
ロ
ン

ド
ン
に
送
ら
れ
た
。
こ
の
日
本
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
輸
送
日

数
は
僅
か
二
卜
九
日
間
、
ま
さ
し
く
、
現
在
の
ラ
ン
ド
・
ブ
リ

ッ
ジ
輸
送
の
魁
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
五
隻
の
蒸
気
船
が
チ
ャ

ー
タ
ー
で
投
入
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
九
○

年
七
月
に
政
府
よ
り
年
額
六
万
ポ
ン
ド
で
政
府
と
の
間
で
郵
便

契
約
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
契
約
の
内
容
と
し
て
は
、
カ
ナ
デ

ィ
ァ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン
は
向
う
十
年
間
四
週
間
に

一
回
の
太
平
洋
横
断
の
汽
船
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の
に
対
し
、
英

国
政
府
か
ら
四
万
五
千
ポ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
政
府
か
ら
一
万
五
千

ポ
ン
ド
を
受
け
取
る
。
有
事
に
際
し
て
の
備
え
と
し
て
、
四
・

七
イ
ン
チ
砲
の
ベ
ッ
ド
を
作
る
。
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
は

香
港
か
ら
ケ
ベ
ッ
ク
ま
で
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
タ
イ
ム
は
六
八

四
時
間
と
す
る
ｌ
な
ど
で
あ
っ
た
．
六
千
ト
ン
級
の
エ
ン
プ

レ
ス
級
と
呼
ば
れ
る
最
初
の
三
隻
の
船
が
、
英
国
の
バ
ロ
ー
に

あ
る
海
軍
工
廠
に
発
注
さ
れ
た
の
は
八
九
年
十
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
三
隻
の
船
は
「
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
イ
ン
デ
ィ

ア
号
」
及
び
ジ
ャ
パ
ン
号
、
チ
ャ
イ
ナ
号
の
三
隻
で
、
こ
の
一

番
船
の
イ
ン
デ
ィ
ァ
号
が
ス
エ
ズ
経
由
で
香
港
に
着
い
た
の
は

九
一
年
四
月
七
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
時
の
同
社
の
乗
客
の

募
集
文
句
は
「
八
十
日
間
世
界
一
周
〜
六
○
○
ド
ル
」
で
あ
っ

■

■

た
。
同
船
は
白
い
船
体
に
黄
色
い
煙
突
を
備
え
、
煙
突
の
頂
上

は
黒
く
塗
ら
れ
て
い
た
。
煙
突
は
二
本
で
若
冠
後
ろ
に
傾
斜
し

て
お
り
、
船
首
は
帆
船
の
様
に
突
き
出
し
、
三
本
の
低
い
マ
ス

ト
と
共
に
船
体
を
ス
マ
ー
ト
に
見
せ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
船
の

要
目
と
し
て
は
総
ト
ン
数
が
五
、
九
○
五
ト
ン
、
全
長
一
三
八
．

六
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
○
・
○
メ
ー

ト
ル
で
航
海
速
力
は
一
七
ノ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
九
七
年
に
は
１

一
一
オ
ン
・
ラ
イ
ン
か
ら
「
ア
セ
ニ
ア
ン
号
」
と
「
タ
ル
タ
ル
号
」

が
購
入
さ
れ
、
当
初
は
電
信
ケ
ー
ブ
ル
船
や
ア
ラ
ス
カ
の
ゴ
ー

ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
へ
の
旅
客
船
と
し
て
も
使
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

「
タ
ル
タ
ル
号
」
は
九
八
年
十
二
月
に
は
太
平
洋
航
路
に
戻
さ

れ
、
同
社
と
し
て
は
初
め
て
ホ
ノ
ル
ル
に
寄
港
し
、
六
百
名
の

日
本
人
を
ハ
ワ
イ
に
送
り
込
ん
だ
。
ま
た
、
九
九
年
二
月
に
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
勃
発
し
た
反
米
抵
抗
鎮
圧
の
た
め
、
こ
の
二
隻

は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
、
「
タ
ル
タ
ル
号
」
が
太

平
洋
航
路
に
戻
っ
て
き
た
の
は
一
九
○
○
年
「
ア
セ
ー
ー
ア
ン
号
」

は
そ
の
翌
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
○
六
年
に
は
こ
の
航
路
充
実
の

た
め
、
ピ
ー
バ
ー
ラ
ィ
ン
か
ら
「
モ
ン
ト
イ
ー
グ
ル
号
」
が
同

社
の
船
隊
に
加
わ
っ
た
。
同
船
は
五
、
四
九
八
総
ト
ン
の
大
き

さ
を
持
ち
、
九
十
七
室
の
船
室
と
多
数
の
部
屋
無
し
の
乗
客
を

積
む
こ
と
が
出
来
る
四
本
マ
ス
ト
の
船
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
方
で
は
先
の
エ
ン
プ
レ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
の
船
は
建
造
後
す
で

に
十
五
年
も
た
ち
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
香
港
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
予
定
通
り
に
こ
な
す
こ
と
は
難
か
し
ぐ
な
っ
て
い
た
。

の
ま
た
、
浅
野
総
一
郎
氏
率
い
る
東
洋
汽
船
は
九
八
年
に
い
ず
れ

号
も
六
千
ト
ン
級
の
「
日
本
丸
」
「
香
港
丸
」
「
亜
米
利
加
丸
」
の
一
一
一

心
隻
を
香
港
／
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
に
投
入
し
、
太
平
洋
航
路

ャ
像
は
ま
す
ま
す
競
争
の
激
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、

ジ
首
カ
ナ
デ
イ
ア
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン
は
一
気
に
・
万
七

わ
蝿
千
ト
ン
級
で
二
○
ノ
ッ
ト
の
速
度
を
出
せ
る
豪
華
客
船
の
建
造

ス
竜
を
計
画
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
五
百
万
ド
ル
も
の
巨
額
を
か
け

九
た
新
造
船
「
手
／
プ
レ
ス
舟
ブ
土
イ
シ
ャ
号
」
と
「
ｌ

ン
ロ
シ
ア
号
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
一
一
一
一
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

工
そ
し
て
、
「
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
号
」
が
太
平
洋

横
断
三
百
十
五
回
の
航
海
を
終
え
引
退
し
た
の
は
一
九
二
二
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
ス
マ
ー
ト
な
白
い
船
体
の
先
に
飾
ら

れ
て
い
た
緑
と
金
で
塗
ら
れ
た
ド
ラ
ゴ
ン
の
船
首
像
は
、
い
ま

も
カ
ナ
ダ
の
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
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塞拳蒜一

〃
Ｌ
ａ
・
Ｖ
ｉ
ｅ
・
Ｔ
ｒ
Ｏ
ｉ
・
〆
Ｅ
壱

の
８
月
の
招
待
は
〃
緑
″
を
テ
ー
‐
マ
に

お
届
け
し
ま
す
。

〃
Ｌ
ａ
・
Ｖ
ｌ
ｅ
〃
は
安
藤
忠
雄
氏

の
設
計
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
、
リ
ラ
ン
ズ
ゲ
イ

ト
の
２
Ｆ
に
入
っ
て
い
ま
す
。
テ
ナ
ン

ユ
士
‐
ト
リ
イ

ト
に
は
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
‐
Ｔ
Ｏ
Ｒ
ｌ
ｌ
‐
、
Ａ

ア
ル
マ
ー
ー
ー
ケ
ン
シ
ョ
ー
ァ
ペ

Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
‐
、
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｂ

Ｅ
、
そ
の
他
の
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
，
が
入

っ
て
ま
す
の
で
シ
ャ
ー
プ
な
店
内
…
と

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
ら
、
以
外
に
も
鮮

や
か
な
緑
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
蝿
」
ｌ
‐
－
１
オ
ー
ナ
ー
に
尋
ね
ま
し

た
ら
、
「
太
古
の
時
代
か
ら
人
を
優
し

く
育
ん
で
き
た
〃
緑
″
に
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
力
強
さ
と
貴
方
の
素
直
な
心
を

つ
な
ぐ
力
を
持
っ
て
く
る
の
で
す
よ
。
』

と
の
こ
と
で
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
や
緑
た
ち
の
静

か
で
、
優
し
く
、
力
強
い
語
り
か
け
に

一
緒
に
な
っ
て
心
を
傾
け
る
ひ
と
と
き

は
い
か
が
で
す
か
？

■
８
月
四
日
（
水
）
か
ら
改
装
の
為
、
し
ば
ら

く
の
間
、
お
休
み
い
た
し
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
は
９
月
８
日
（
金
）
で
す
。
席
数
、
食

材
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
１
週
間
及
び
佃

日
前
か
ら
予
約
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

心

ﾉ " だﾉ 7 ｂﾉ 。Ｇノゼ２

αﾉ z / 7 Z 7 を〃/”／”雄
ハム
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PM5:00～AM2:00<日曜日AM12:00迄）

●熱 ☆トムキャンティシリーズ③

< いま、出会い〉'

､ ”

三一

時代を先取りして
前向きあゆむマスター
二代目若柳吉金吾･ 吉里

く邦郷家〉

若
柳
私
が
初
め
て
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ

ィ
に
行
っ
た
の
は
、
ス
タ
ン
ド
Ｂ
Ａ
Ｒ

の
キ
ャ
ン
テ
ィ
の
頃
、
父
（
吉
童
師
）
の

友
人
と
一
緒
に
伺
っ
た
と
き
か
ら
で
す
。

榊
溺
年
前
に
、
キ
ャ
ン
テ
ィ
を
開
店

す
る
時
、
お
稽
古
場
を
お
借
り
し
て
封

書
の
整
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

な
ど
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

若
柳
い
つ
も
、
お
し
ゃ
れ
っ
ぽ
い
文

化
人
や
経
済
人
が
集
ま
っ
て
、
私
も
仲

間
に
入
れ
て
頂
い
て
、
神
戸
の
い
い
情

報
が
集
ま
る
場
所
で
す
ね
。

榊
ぽ
く
は
“
バ
ー
ポ
ン
ク
ラ
ブ
〃
で

ご
一
緒
に
な
り
、
藤
間
緑
寿
郎
さ
ん
の

頃
で
し
た
が
、
凄
い
発
想
の
邦
舞
家
で

そ
の
お
人
柄
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
よ
。

若
柳
神
戸
ま
つ
り
で
は
サ
ン
バ
も
ご

一
緒
し
て
踊
っ
て
い
ま
す
し
ね
（
笑
）
。

こ
の
お
店
で
、
沢
山
の
人
と
出
会
っ

て
舞
踊
を
知
ら
な
い
方
々
に
踊
り
を
見

て
頂
き
、
ほ
ん
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

榊
緑
寿
郎
第
１
回
リ
サ
イ
タ
ル
の
時

や
、
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
の
受
賛
祝
い
の

Tbmdfianti

＊おかげさまで2 5 周年＊

■ ( 年中無休）
トム･ キャンティ

打
ち
上
げ
も
こ
こ
で
や
っ
て
頂
い
て
。

若
柳
え
え
、
二
代
目
の
若
柳
吉
金
吾

を
襲
名
し
て
、
第
２
回
目
の
リ
サ
イ
タ

ル
の
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
も
こ
こ
で
し

た
。
９
月
訓
日
（
土
）
に
、
第
３
回
目

の
リ
サ
イ
タ
ル
を
神
戸
国
際
会
館
で
、

午
後
３
時
か
ら
開
き
ま
す
（
チ
ケ
ッ
ト

５
千
円
）
の
で
ぜ
ひ
皆
さ
ん
見
て
頂
き

た
い
し
、
パ
ー
テ
ィ
は
こ
ち
ら
で
と
楽

し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

榊
い
つ
も
吉
里
夫
人
と
ご
一
緒
で
、

ほ
ん
と
に
オ
シ
ド
リ
の
よ
う
に
仲
が
よ

く
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
い
つ
も
付
き

人
役
が
奥
様
で
内
助
の
功
に
感
心
し
ま

す
。
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
カ
ッ
プ

ル
…

若
柳
占
い
で
見
て
頂
い
た
ら
前
世
は
、

兄
妹
だ
っ
た
と
い
わ
れ
た
ん
で
す
。
ト

ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
榊
さ
ん
が
面
倒

見
が
よ
く
て
、
忙
し
す
ぎ
て
顔
を
見
な

い
と
飲
み
に
来
て
も
淋
し
い
で
す
ね
。

マ
ス
タ
ー
の
、
時
代
の
動
向
を
考
え
て

前
向
き
に
歩
む
姿
勢
が
大
好
き
で
す
。

臣 = 間 脚！Mcl I I m IⅢ脇1１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Ｉ

神戸百店会
＊宝飾品Ｊｅｗｅｌ・P e a r l s

ヘ キモト恩 2 『高幾 . １階①宝飾耐k i m o t o P e a r , ＄！……! H ･ …
②壷飾思豊k胤1 s真珠店憎" ﾝ ,，b爵'４

烏争

④宝飾急e 1 T . j i 耐｡ ンマ鮒漁ＪＶ
⑤時計と壷石需｡v黒hs薦計店織'‘趣亨Ｊ：３－ｍｏｔｃｍａ心ｈｉ

⑥壷赫溺見i 篇｡ 間ヤモンド紬風》５ド
＊紳士洋服・洋品T a i l o r ＆M e n , ｓＳｈｏｐ

⑦紳土服器,良i 意趣吉洋服店研j ､ ’Ｊｗ４－ｍｏＲＯｍａｃｈｉ

⑨嶺’士服忌i 1 o蔦､ . i洋服店諦喫ＰＪ９ｆｌ－ｍｏ８ｏｍａｃｈｉ

ナキヤ屑2 , W ( j m f ；- ：⑩男子洋品目n a k i y ，……ｈ１
⑪紳士服志, ｡ 鼠i i 犀洋服店諏拶部：５－ｍＱ１ｏｍ“l 】【

⑫洋品雑貨盆n . h ｏ‘……”ノへf 3 W 淫デＪ１; ｌ

⑬ﾜ ｲ ｼ ｬ ﾂ 観°編‘シャツ櫛"‘'１１‘ｗＩｎｒｒ口ｎｔ｡ 『Ｄｕｉｍａｒｕ

⑭紳士脈繍綴渡辺怯, 侭急，w I v8-IgoRn m I - d O r i
- - 町通二ｒ目⑰紳士服飾厩､,o S h o p U n。…….”ネ跡３，，２

⑬紳士ｼ ｬ ﾂ 壷､ 息覗掃‘シャツ聯純‘Ｗ
⑰rwy "賀羅R而RYキュリー…『皿!'卿'‘！（3 3 1 ）７８５７

１ｎＩｒｏｎｔｐｒＤａｉｍａ”

⑬紳士服飾西川＆ 9 1 】 ｱ x 弓 , 面３ド
⑮紳ｉ冒服アダムＧ開 3 『念夢タ§
⑰ﾙ ズﾌ ｱ , ; , ｮ ，ＭＡＣ砿) i ｾ ﾉ b 夕弓ビ＋
⑫ファンヨンＣＯＬトアロード
ブレイス 3 3 1 ）２０２０

＊婦人洋装｡洋品L a d i e 'ｓＳｈｏｐ・装身具｡服飾品
キンン＆3 , j γ６男･ Ｔｆ⑲帽子i W K x i m 『｡ , R ･ “

⑳服飾雑貨景忌乱品テユートンム"γ’話；ＴＱｒＲｍｄ

ラサｆ創りr 縄ｆｌ１Ｅ９､ ﾊ ﾝ ドパｯ ’爵r ………，
蝉ピ展端Zm i l i aアミリア慨Ｉ縄ﾂ煙wi‘，
⑲婦人服地シンワ背霧惑馴識

⑳婦人靴ジヨアンナサンプラザ１３，１) 5 0 7 8
傘オカダ番 3 , V j 岨ｆＪ９＠ずヨール。k a 血…｡ …伽，

スヤ藤) ﾀ ｒ' １% ､ 零町号､ 洋装厩s u y ．……｡ h ；
⑳婦人服飾鼠iyo 二ャ誉ん哨礁2 織流８
噸人紳士セリザワ誌) ' 『幣苧ｗ飾S e r i z a w a c c n k e r - G a i

､毛皮翁ni屍u履忌(乗s)皮店協伊参夢冒ザマツヤ驚議蝋⑳鞠僻見M A T U Y A
⑳婦人服飾急_ ａｉ 愛鳥91)ん６フ§：ｆ
⑳蕊靴蓉e ・ 苑混,)７ヵｈｓｗ
⑧婦人服飾Ｈ蕊ザ蔵’' 感競無
⑩秀詞ﾚ ジウインザー識７３帯s ' Ｅ
⑪募制一Ｌａ ＰＯＭＭＥ剛鼠晶悪
@洲；２ii 1 i s h i m泉シマヤ諏嬰ｒ７§１－ｍ｡【ｏｍａｃｈｉ

夢＆3 , ) ｱ ５＄５$±燈

、ｱ ｸ ｾ ｻ ﾘ ｰ 麓i m p Ｔ･ 『R ｡ . ‘
⑭識懸良２．率S h ｡ “γ･ , 風｡ . ‘口ス＆9 , ) ｱ ，弓一面

ンオカ沓 3 , ) ５州， ' Ｗ⑮儲ル紳士靴弓shi o k a S h o e o！…1.邸…”
⑭婦人服飾サンジエル鮭 , , " 鋤 ' 3 弓Ｗ

さんちか（32 1 )１３５８婦人服飾マミー‐ｻ ｼ プﾘ ｯ ｸ ( 3 3 2 > 3 2 8 0
＊和装K i m o n o・G e tａ＊美容Be a u t yＳｈｏｐ
⑮呉服爵､ 摩患がら屋騨鶴釧

よしや魁 , ) ３も８Ｗ⑰呉服論｡ . i , 。！…凧‘｡ , ｡ ｡ I …
⑬衣裳患画g a { Ｍ衣裳店騨紬馬鎖
⑲衣裳高u y P や衣裳店駒｡ R ‘紬緬#．
⑩菱容呂些美景喜冒豊熟淵閑
⑪美容霊鷺罵愚y I蝋ベス両,蜜‘魁キリ
⑩美容みどり美粧院庸3 , 1 m , 柳いｌｉＷ
＊美術。工芸品Ａｒｔ
､ 葵術語胤厚孫釣若木屋剛農孟絹
⑥画材額縁壷z u m , 積製額帆. ; ５；

芸磯川エ芸店＆ 3 , 』ず３回３５ K⑭ﾁ ｸ ｾ ｻ ﾘ ｰ I s o k a w 。『｡ 『R ・“

⑥美術陶磁鶏穐shudo 洲堂蜘紬苫ｗ
新締丁夢ｆＪ目⑮新古美術篭i s h m …. …，

⑨記念品･ 剛答品平山商会棚5 , ) 『５駅５' Ｗ
＊家具家庭.文化用品F u r n i t u r e ･ F a m i l y

､家具侭異y･黒e盆p商店術･ﾘ‘;‘''一wI n f r o n l o 【D a i m ＆r u

､玩具忠､霞yaToySt･潅メヤ諏欝綴り！ : 洲
⑲〆カネ蕊K履・p腸C霊‘d院諏1適妄７§３＝､ , 。【０ｍ“Ｍ

②”（〉志T r u n 提．鞄店融『創遮'Ｊ５ｌ－ｍｏｌｏｍ“ｈｉ

⑨荊蝿島LF＆BAGT､AKAHASfr鮒‘I態７：
．〆カネ蝋｡範p t息! s爵ネ店絢門・リ１m「ｒｏＩ１ｔＱｆＤＢｉｍｎｒｕ

⑨緒繍儀式周品嘉｡_蕊judj冨寿堂鳴訓剛２，鳥-W
③鱗認制e話えi M n r イリフネ偽i鈍胴ヂャ
⑮瓢･ ｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｧ ﾒ ｰ プルＦＵＪＩＹＡ舗脹ｐｒＩ
､ 鮮噸丸善神戸元町店鳥u 剛‘! ｡ 常ｗ
＊菓子｡喫茶C a k e ･ T e a - r o o m
．：洋蕊襲観・遍鱈u厚月堂愚ｌｗ鍔Ｊ胃３－ｍ⑨ｌｏｍａｃｈｉ

⑩洋菓子クツキ－の館屑 2 , V 5 通『Ｊ：
､ 衝菓子ドンク称､ ﾝ ＄『‘丁- W茶 D o n q c c m K e 『 - Ｇ . 『

⑨産ﾖ ｺ ﾚ ｰ ﾄ ﾓ ロゾフ苫窓シ綴) 雛茶M o r o z o f f

⑮ドｲﾂ菓子誌hhei展ハイム悪'3j'‘？‘ｗ
⑮洋蕊子烏｡"Con『ec1i………｡“口タ剛課デイ．：
⑰洋菓子ユーハイムコンフェクト鳥, 川：５翁５３．

つ茶屋職 r 0 j m テ』喝::※稲:;蔦｡砂屋鮒痔鯛３－ｍ⑨ｔｏ、凪ｃＩＵｉ
ロ

３－m｡【⑨ｍａｃＩ,ｉ

⑳菓子. パン神戸べルミi 3 雛γ５１' ｉ
南堂雨, ) w 『, ｆ６Ｗ~ i W⑪菓子悪a n d 。………瞳‘, ，

⑫ﾁ罰ｺﾚｰﾄｮs盃｡,患ポリタン眉劉j職'‘鯛？ＫｙＤｍ且cl1 i S E r e G L

⑬瓦煎僻葱usui奄h･綴本店総#:喝'‘ﾘ､’lI 1 f r D n L p I N n n k o

⑭喫茶U C C カフエプラザ＆, , , ＃‘ら７ウ
⑮翼弾ノゴンチャロフ畠, 1 , §‘翁‘３

⑮パン・喫茶力スカ－ド
⑪洋菓子西洋菓子処フーケ
スイス菓子ハイジ
*和洋料理E a t i n g H o u s e

葉 亭⑬竣個本料理爵…
可川⑲天婦羅諒agaw‘
成駒家⑪寿司謡-N"ikomay・

蔵＠とんかつ蔦…，
⑮ﾔﾎｰﾙ泥wﾕT調｡・トーキョー

雨茶屋雛蕊雷l : ｡。
⑳琳多税K 鷺｡ ｑｒラブ
⑬し翼ﾄﾗﾝ砺孟Blak:ウブラン

弥⑳倉鴇ぷ霞kaeyo
平⑪録司晶tahe i

弁 肉店⑫神戸肉詣BeefShoo
の 家⑪料亭総亀unoy。

* ホテルH o t e l ＊商社T r a d i n g
⑳ホテル神戸オリエンタルホテル

Ori e n t a l H o t e l

⑳観光旅鍵爾瀞(東有馬)古泉閣
⑬観光旅館ホテル全但
⑩ホテル神戸ポートピアホテル

ＫＯＢＥＰＯＲＴＯＰＩＡＨＯＴＥＬ

ホテル新神戸オリエンタルホテル
＠ビールアサヒビール
⑪電化製品ナショナルショウルーム

@銀行布E畷I挿K C I昆熟K彊
蝋俳鯛畷Ｕｃｃ上島加排本社
⑰あかふじ米株式会社神明

センタープラザ西鮒５Ｆ
【3 9 1 ）1 3 ６０

懸樵綴) : 脇
元町店（3 9 2 0 6 7 8
本社( 8 2 2 ) ０８１２
三湾店( 3 3 3 ) 銘1 ５

駒ｊＭ:胸iリ
指2締r5.,ｒ￥
三宮本通り
( 3 3 1 ）３２３６
s a T m o m i y u h p n d o r i
七 ン夕－街
( 3 3 1 ）３７７ｌ
ＣＥｎＥｃｒ－Ｇｎｉ

滑,,)Ｗ５柳，ｊＶ
Ｉｋｕ１ａＹ払ｔｌａｇｉＳ１ｒ“Ｉ

鮒開溌ふ0鼎
大丸前日東鯨北
( 3 9 1 ）１０３３
１１－ｍ⑰１．ｍ、佃肺

1溺：ラ,ブダｆ
１－Ｋ７ｍｎｏ÷C I U ⑥

藩2,Ｗ,７４７首：
７７－１Ｋｙｏ､ “ｈ,
大丸前 . 三宮神社巣
（3 3 1 ）５７７２‘５６７．１
２－S n n n p m i y n

患31)田｡#、噌Ｗ
Ｉｋｕ皿ＳＬｒＧ世１

元町７（西元国1 . 駅通》
（ 3 5 1 ）１０１１㈹
７－ｍｏ１ｏｍｎＧｈＴ

階71)１９２１２剛
Ｈ亀ｍｋｕｍａ

Ｈｏｕｓｅ
一町 2 5値3 , ）８，，，
２５－ＫｙＯｍａｃＩ１ｉ
神 ノ句
O 7 8 9 0 j l 】Ｏ７３Ｉ
Ａｒｉｍｎ

胃鍵盤緋4 , ｆ
Ｉ３９Ｉ】３８３ B

中央区港醐中Ⅲ1 . 6 - l O I
I 3 0 2 ）１１１１

新神戸駅前
（2 9 1 ) l l Z １

キロ生可
〈3 4 1 》 7 3 0 ｌ
Ａｉｏｉ－Ｃｈｐ

胸91)７画＃・IiW
Kyomachi-sujI

D繍灘‘1代斑
多Ⅲ逆り
（3 6 1 ） 8 8 1 １

海 岬迦６
【3 7 1 ）２ 1 ３１

』

四Ｊ

”

－勺

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



oｾﾝﾀｰプﾗヅ雷ん目諒っ武蔵
３１‐ベル B 1 、井堂
グラ陛力B 1 ゴンチャロフｉＦ Ｂ１ ｶ ｽ ｶ ｰ ﾄ

１Ｆ ﾍ ﾆ ﾔ 1 F ジョアンナ
１Ｆ大和展ソ頃ン １Ｆモロソフ１Ｆ芸夢 ２Ｆセリザワ２Ｆ装苑

２Ｆ ﾏ ｽ ﾔ２Ｆソョアダナ
ョ F リザ２Ｆ 3 Ｆ三愛
●禅戸ポートピアホテル３Ｆ芸夢
B I るゃ衣議唐３Ｆコマツヤ
ＩＦﾌ 守ﾐ ﾘ ｱ ●二宮クーミナルホテ凡
2 F 圃崎向琵１１Ｆヘル

１１Ｆコプチ峠ロブ
窪地図の都合ＭＥ入できないメンバー
⑬六甲ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾀ ﾙ ﾎ ﾃ ﾙ
Ｂｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｱ ｲ ﾘ ﾌ ﾈ ●有馬温泉古泉間

、二.

ｎＵＣ

eＪ

⑬
ユ
ー
ハ
イ
ム

コ
ン
フ
エ
ク
ト

相楽図

画■

蝋; 熱覇胤LL識奪了…．磯…
‘；豊

●
ブ
ー
ケ
歴

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



氷々 ( 和風シャーベット）
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、ﾓﾛゾﾌさんちかｼｮｯブ〒65O神戸市中央区三宮町1-1ｽｲｰﾂﾒｲﾄPhone391-2146
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豪華で美しいインテリアと最新設
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双胴高速クルーザーノ

くい一 つこう
神戸発､ ロマンチック夢航路。

し

備を搭載◎船上結婚式やセミナー､ 、
各種パーティーなど、多目的にご

くい－んろつこう神戸港中突堤営業所
悩認フエリーホ弾卜 壷(078)333-6700.6710

利用いただけます。■

※８月中は各コースとも（ナイトクフレージン
グを除く）仙時出航｡ 必ずお問い合わせの上、●当日の気象､ 海象等の状況によりｺ ｰ ｽ 変更及
お申し込みください。 び逮休する場合がありまれ又.団体予約･徒切

等により満席になる事もございますので、ご乗船
の前には必ずお竜話にてご確認をお願い致し封

●お問合せ･ お申込みは

、
〒6 5 O 神戸市

中央区波止場町5-3ノ
一刷瓢

」
匡
匡

輔
輔・

－
コ
二
側

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


